
 「地域学校協働活動」とは、地域の団体・機関等を含め、幅広い地域住民の参画を得て、

地域全体で子どもたちの学びや成長を支えるとともに、「学校を核とした地域づくり」を目

指して、地域と学校が相互にパートナーとして連携・協働して行う様々な活動です。 

主な内容は、放課後子供教室（砂川市では「放課後学校・すながわ子ども教室」）、学校

に対する多様な教育活動（あいさつ運動、学校周辺の環境整備、授業・部活動の支援など）、

地域行事やボランティア活動等への参画（砂川小の１日防災学校、砂川中の除雪ボランティ

ア【８ページ参照】）の他、下の図のようなものがあります。これを見て「私がやっていた

ことは地域学校協働活動だったんだ」と感じた方もいらっしゃるのではないでしょうか？ 

砂川市では、前号で紹介した「コミュニティ・スクール（ＣＳ）」が活動を考える頭脳と

して、「地域学校協働活動」がＣＳで話し合ったことを具現化するものとして〝車の両輪〟

のように一体的に進めることで相乗効果を発揮し、地域づくりにつながる活動が一層進み、

次の時代を担う子どもたちの「生きる力」を育むことを目指しています。 

※文部科学省ＨＰ「これからの学校と地域」より 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

あいさつは 心がつながる だい一ぽ  中央小学校 原田彩花さん ７ 

 砂川小学校と砂川中学校の１年間の CS 活動の実績、

成果や課題に関する「活動報告会」が開催され、砂川小

ＣＳ会長の鍛治功男氏、砂川中ＣＳ会長の松原重俊氏か

ら報告がありました。令和３年度からスタート予定の他

の市内各校校長からも感想等が述べられ、新たなステー

ジに向けた弾みをつけるものとなりました。 
 
 
 
 
 
 


